第１章 計画の概要
１ 計画策定の経緯
歯と口は、食べる、飲み込む、話す等の基本的かつ重要な機能を担っています。また、歯と口の健康は、生涯を通じてよくかんで食べることを可能にするだけでなく、子どもの発育、肥満や糖尿病等の生活習慣病とも関連し、全身の健康の保持・増進に影響を及ぼすことがあるといわれています。歯と口の健康づくりは、生活習慣病の予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上を図り、質の高い生活を営む上で極めて重要といえます。
これらの重要性に鑑み、府では、平成20年8月に「大阪府健康増進計画｣を、平成25年３月に「第２次大阪府健康増進計画」を策定しました。第２次大阪府健康増進計画では、健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図るため、歯と口の健康づくり、栄養・食生活の改善やたばこ対策等６つの取り組みについて、課題ごとに具体的な行動方針を示し、市町村、健康づくりの関係機関、関係団体とともに、府民運動として総合的な健康づくり施策を推進してきたところです。
一方、国においては平成23年８月に「歯科口腔保健の推進に関する法律」が制定・施行され、翌年には「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項」が定められ、歯科口腔保健の推進にかかる方向性が示されるとともに、都道府県においても当該基本的事項を勘案し、歯科口腔保健の推進のための方針、目標、計画、その他の基本的事項を定めるよう努めなければならないと定められました。
これを受け、本府では、乳幼児期、学齢期、成人期、高齢期とライフステージ別の取り組みに加え、定期的に歯科健診又は歯科医療を受けることが困難な者に関する取り組みを示し、歯と口の健康づくりを通じて誰もが心身ともに健康で豊かに暮らすことができる社会の実現に向けた施策を総合的かつ計画的に展開していくため「大阪府歯科口腔保健計画」を策定しました。
２ 計画の位置付け
本計画は、国が定めた「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（平成24年7月厚生労働大臣告示）」について勘案するとともに、「第2次大阪府健康増進計画」をはじめ、｢第２次大阪府食育推進計画｣、「大阪府保健医療計画」、「大阪府医療費適正化計画」、「大阪府高齢者計画2012」等、関連分野における計画との調和を図りながら､歯科口腔保健の推進に関する目標を達成するための必要な施策の方向を示します｡
３ 計画期間
本計画期間は、平成26年度を初年度とし、期間は「第2次大阪府健康増進計画」との整合性を図るため同計画の期間に合わせ平成29年度を最終年度とする４年計画とします。　　　
また、計画策定後に歯科保健を取り巻く状況の変化に合わせ、必要に応じて大阪府生涯歯科保健推進審議会において再検討を加え、見直すこととします。
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